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今月のみどころ　
特集　
55年目の設計図
町政 55年目の今年、大津町は何を見据えているの
か？施政方針と予算をご紹介します

人事異動
役場の異動状況はこれで一目瞭然。教職員や消防団、
新規採用職員の紹介も

クローズアップ大津人
中山直樹さん
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。
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クローズアップ　大津人

▼
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た

時
に
人
々
は
い
つ
も
前
に

進
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
ま
る
で
困
難
な
状
況
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
前
に

進
め
た
か
の
よ
う
に
―
▼

目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る

壁
を
乗
り
越
え
よ
う
と
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
は
、
壁

を
乗
り
越
え
る
力
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
人
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
当
は
、
壁
が
で
き
る
こ

と
、
作
ら
れ
る
こ
と
自
体

が
問
題
な
の
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
壁
も

必
要
な
の
で
し
ょ
う
▼「
今

私
に
で
き
る
こ
と
」。
多
く

の
人
が
考
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
今
、
私
が
思
う
の

は
「
自
分
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
を
や
っ
て
い
れ
ば

良
い
」
と
い
う
こ
と
。
す

べ
て
の
人
が
そ
の
気
持
ち

で
―
▼
東
日
本
大
震
災
か

ら
１
カ
月
。
東
北
は
、
日

本
は
、
前
に
進
ん
で
い
ま

す
。
私
も
前
に
進
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 （
辻
口
）

　先
日
、
大
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
期
日
前
投
票
の
立
会
人
を
募
集
し
た
。

そ
し
て
応
募
者
の
中
に
、
弱
冠
二
十
歳
の
中
山
直
樹

さ
ん
が
い
た
。
募
集
を
知
り
応
募
に
至
る
ま
で
の
そ

の
積
極
的
な
行
動
は
、
彼
の
貪
欲
な
向
上
心
が
関
係

し
て
い
た
―
。

　「
僕
は
『
負
け
ず
嫌
い
』
な
ん
で
す
」
直
樹
さ
ん
は

笑
顔
で
話
し
始
め
た
。
小
学
校
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
だ
っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
な
ど

体
を
動
か
す
こ
と
は
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。

　
中
学
校
で
野
球
と
出
会
い
、
大
学
ま
で
続
け
た
。

負
け
ず
嫌
い
な
性
格
は
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
た
。
し
か
し
彼
は
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
し
て
い

な
か
っ
た
。「
勉
強
も
両
立
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
ん
で

す
」
と
話
す
彼
か
ら
お
ご
り
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
貪

欲
に
自
分
の
糧
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
彼
の
純
粋

な
願
い
だ
っ
た
。
朝
４
時
か
ら
勉
強
を
始
め
、
６
時

30
分
に
は
野
球
の
た
め
に
登
校
。
学
問
と
ス
ポ
ー
ツ

を
両
立
す
る
た
め
に
努
力
し
た
。
し
か
し
両
立
で
き

た
の
は
両
親
の
お
か
げ
だ
と
今
で
も
感
謝
し
て
い
る
。

　
大
学
で
は
教
育
学
部
に
在
籍
し
、
地
域
教
育
や
社

会
教
育
を
学
ん
で
い
る
。
教
師
に
な
る
こ
と
が
夢
だ
っ

た
が
、
学
校
教
育
よ
り
も
生
涯
学
習
に
興
味
を
持
ち

始
め
、
公
務
員
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。

　
選
挙
の
立
会
人
に
な
っ
た
の
も
貪
欲
な
性
格
が
な

せ
る
技
だ
。
立
会
人
を
し
た
こ
と
で
「
政
治
に
つ
い

て
普
段
か
ら
情
報
を
得
て
い
な
い
と
い
け
な
い
思
っ

た
」
と
話
す
。
立
会
人
の
経
験
が
ま
た
糧
を
増
や
す
。

　
負
け
ず
嫌
い
だ
か
ら
貪
欲
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
貪
欲
だ
か
ら
負
け
ず
嫌
い
な
の
だ
ろ
う
。
彼

が
こ
れ
ま
で
に
得
た
も
の
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か

が
楽
し
み
だ
。

週に1度は、総合体育館で 90分のト
レーニングをする。頭も体も貪欲にト
レーニングに励む。1日が 48 時間欲
しいという彼に、休む暇はない。

努力は裏切らない―



町から義援金 1,000 万円
救援物資も東北へ―

Monthly Pickup Topics

東日本大震災に対する町から義援金贈呈を3月30日、県庁
で行いました。家入町長と大田黒議長が蒲島郁夫県知

事に義援金1,000万円を渡しました。町長は「この他にも町
民の皆さんからの義援金や支援物資が集まっています。元気
な日本への復興のためにお願いします」と知事にお願いしま
した。義援金を受け取った蒲島知事は「今回の震災は、1000
年に一度の大規模災害です。国や地方公共団体は全力を挙げ
て復興に取り組んで行きたいと思います。誠にありがとうご
ざいました」と感謝の言葉を述べました。
　3月31日には、タオル（約200枚）84箱、バスタオル（約50
枚）33箱、からいも（５㎏）100箱、水（500ml×24本）100箱
を、城東運輸㈱（森）に依頼し、岩手県に輸送しました。
　大津町は東北の皆さんが少しでも早く笑顔になり、復興す
ることを祈り続けています。

大津北小学校の入学式で教科
書と黄色い帽子をもらった藤

ふじ

原
わら

莉
り

奈
な

さんと坂
さか

梨
なし

貴
たか

優
まさ

さんで
す。交通安全協会からの黄色
い傘と帽子は安全を、教科書
は誰でも受けることができる
教育をもらったようなもので
す。新一年生の皆さん学校生
活楽しんでくださいね。

1_県庁で蒲島知事
に義援金を渡す家
入町長と大田黒議
長／2_岩 手 県 に 送
られるタオルや水
などの救援物資。か
らいもくんも登場

3 特集　55年目の設計図
4 　　　平成23年度施政方針

8 　　　平成23年度予算

12 人事異動

14 まちの話題
大津町で桜の開花／大津まちおこし大学活動報告会／国際ユースサッカー大会に
監督として出場／町内小中学校卒業式・入学式

15 平成23年度大津町役場新規採用職員をご紹介します
16 国民健康保険税の税率と限度額を上げます
1８ 環境プレス 光化学スモッグに注意！

1９ 職員の不祥事に対するお詫び

2０
インフォメーション
行政相談委員が変わりました／非常勤職員・業務補助員（登録制）募集／ヒブワ
クチン・肺炎球菌ワクチン接種／「すぎなみ園」が「光進園」に／熊本県議会議
員一般選挙結果

２2

くらしの伝言板
「災害時要援護者」の登録を／在宅で重度の障害がある人に手当を支給します／身
障者手帳などを持っている人への軽自動車税の減免／繁殖期の野鳥保護・指導取
締強化月間／「元気がでる栄養教室」参加者募集！／平成 23 年度農作業安全研
修／町営住宅（補充）入居者募集／熊本セントラル病院「介護養成講座２級課程」
／国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験受験者募集／電気牧柵の設置に補助をします
／広報おおづにはあなたが必要ですー広報モニター大募集／平成 23 年春の全国
交通安全運動／公共工事等入札結果

２４ ねんりんピック／安全安心おおづまち／フォルツァロアッソ熊本／道の駅
大津／岩戸の里／からいもくんがゆく

２６ 愛のこんだて／あつまれ！大津っ子
出生／おくやみ／休日当番医・薬局／今月の相談／カレンダー／人口

２８ クローズアップ大津人　中山直樹さん

今 月 の 表 紙
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大津町は今年で町政 55年目。
４月から新たな年度が始まりました。

平成 23年度が始まる前に、町は施政方針や予算を決めます。
この施政方針や予算を元にして、
大津町はまちづくりを進めていきます。
いわば、施政方針や予算は、まちの設計図のようなものです。

今月号は、今年度の大津町の設計図をご紹介します。
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第
一
「
地
域
社
会
と
と
も
に
進
め
る

安
心
と
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
～
福

祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実
～
」

　
地
域
福
祉
は
、
現
在
９
地
区
で
サ
ロ
ン
や
町

民
交
流
活
動
な
ど
の
実
践
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
充

実
し
た
生
活
が
で
き
て
、
支
え
あ
う
地
域
社
会

が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
今
年
度
も
引
き
続

き
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
い
た
支
援
を
行
い
ま

す
。

　
障
害
者
が
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
自
立
と
社
会

参
加
の
支
援
を
「
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
、
さ
ら
に
、
高
齢
者
が
、
今
ま
で
培

わ
れ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
社
会
参

加
が
で
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
に
基
づ
き
、
子
育
て
へ
の
負
担
や
不
安
を
軽

減
で
き
る
施
策
を
引
き
続
き
、
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
は
、
近
年
の
急
激
な
人
口
増

に
よ
る
待
機
児
童
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
、
町
内
私
立
保
育
園
の
定
員
を
、
90
人

か
ら
１
２
０
人
に
増
員
し
、
さ
ら
に
、
大
津
保

育
園
の
増
築
を
行
い
、
す
べ
て
の
保
育
所
の
定

員
を
１
２
０
人
以
上
と
し
、
待
機
児
童
の
解
消

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
に
開
所
し
た
「
子
育
て
・
健
診
セ
ン

タ
ー
」
敷
地
に
は
、
子
育
て
健
康
広
場
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。「
ち
び
っ
こ
広
場
」

で
は
親
子
の
触
れ
合
い
を
、「
多
目
的
芝
生
広

場
」
は
世
代
間
を
越
え
た
町
民
の
交
流
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
近
年
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ

り
、
生
活
習
慣
病
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

や
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
、「
子
育
て
・

健
診
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、
効
果
的
・

継
続
的
に
事
業
を
推
進
し
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
予
防
や
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
・
ヒ
ブ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
と
と
も
に

助
成
を
行
い
、
感
染
症
予
防
対
策
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

第
二
「
力
強
く
自
立
し
た
農
工
商
併

進
の
ま
ち
づ
く
り
～
産
業
の
振
興
～
」

　　
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
、
農
家
戸
数
の
減
少
や
耕
作
放

棄
地
の
増
大
、
農
業
生
産
能
力
の
低
下
に
よ
っ

て
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
年
々
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

３月11日に発生しました東北地方太平洋沖地震で、亡くなられた皆
様のご冥福を心からお祈り申し上げるとともに、被災された皆様に

お見舞いを申し上げます。報道によると、亡くなられたかたと行方不明
のかたで、約２万７千人を超え、世界最大級の大災害となっています。
また福島の原子力発電所では、懸命な復旧作業が行われていますが、危
険な状態は回避できず、被害は拡大し、周辺住民の皆さんは避難生活を
余儀なくされていると思います。今回の震災が、わが国の社会や経済に
及ぼす影響は計り知れず、戦後最大の危機にあるといっても過言ではあ
りません。今こそ、国民が団結しこの難局に立ち向かうことが大切であ
ると考えています。
　大津町の姉妹都市であるアメリカ合衆国ネブラスカ州ヘイスティング
ズ市のバーン・Ｐ・パワーズ市長からお見舞いの手紙をいただきました。
手紙には「大津町が今回の自然災害で直接被害はないと知っていますが、
無事にこの状況を乗り越えるよう願っています」と書かれていました。
またネブラスカ州議会では、哀悼の意を表し、日本を支援するための決
議が行われました。
　また昨年は宮崎県で口蹄疫も発生し、畜産農家をはじめ、関係者や町
民の皆様は非常に心配されたと思います。今後も防疫体制の更なる徹底
に努めているところです。

今年は、まちづくりの基本方針である「第５次大津町振興総合計画後
期基本計画」のスタートの年です。町民アンケートを実施して、皆

さんのご意見を伺い、振興総合計画策定審議会で前期５年間の計画を検
証し、後期基本計画を策定しました。この計画は、まちづくりの目標を
皆さんと共有するために「成果指標」を掲げ、今後５年間のまちづくり
の進むべき方向を示しました。

　先日、国勢調査の速報値が出されましたが、大津町の人口増加率は、
熊本県内第２位であり、大津町は元気な町として着実に発展をしていま
す。一方、経済状況は、世界同時経済不況から、やや回復傾向の兆しが
あるというものの、依然として、雇用情勢は厳しく、先行きが見えない
不安定な状況が続いています。
　大津町におきましては、歳入の大きな部分を占めます法人町民税に依
存する財政構造であるため、企業の業績に町の財政状況が、大きく影響
されます。そのため、一刻も早い、景気の回復と雇用の安定を願ってい
るところです。

これからは中央集権体質から、地域の住民一人一人が自ら考え、主
体的に行動し、その行動と選択に責任を負う「地域主権」へと変

わり、基礎自治体の果たす役割もますます重要になってきています。
　「大津町まちづくり基本条例」の基本理念のもと、町民、議会、行政
の役割と責務を明確にし、ともに考え協力し、自立したまちづくりの確
立のために皆さんとともに頑張りたいと考えています。
　九州新幹線も３月 11日に、全線開業しました。このチャンスをどう
生かしていくのかが、今後のまちづくりを進めていくうえで重要である
と認識しています。肥後大津駅を阿蘇くまもと空港の玄関口として、ま
た、大津町の顔として、「おもてなしの心」で、大津町に人を呼び込む
ためのまちづくりを進めていきます。

依然として、厳しい状況のなかではありますが、長期的財政計画に
基づき、今後の大津町の将来ビジョンのなかで、「今やるべきこと」

をしっかりと見極め、新しい時代に向けたまちづくりのために、皆さん
とともに、全力で創り上げていきたいと思います。

今年の大津の行く先を決める設計図―

今
こ
そ
一
致
団
結
を
。

お
も
て
な
し
の
心
で

で
あ
い
、
つ
な
が
る
、

ま
ち
づ
く
り
を
―

平成23年度

施政方針

大津町長

家入　勲

子
育
て
健
康
広
場
で

親
と
子
、
町
民
の
交
流
を

３月定例議会で行われた
家入町長による施政方針演説。
そのすべてを掲載します。

55年目の
設計図
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も
、
口
蹄
疫
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
畜
産
農
家

へ
の
経
済
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
農
業
の
安
定
的
経
営
の
た
め
に
、

農
業
基
盤
の
整
備
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
の

更
な
る
育
成
と
集
落
営
農
組
織
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型
農

業
を
進
め
る
た
め
に
も
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の

普
及
推
進
を
行
い
、
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

林
業
は
、
大
津
町
森
林
施
業
計
画
に
基
づ

き
、
水
源
か
ん
養
・
山
地
災
害
防
止
な
ど
の
公

益
的
機
能
の
保
全
に
努
め
、
効
率
的
な
木
材
の

有
効
利
用
と
併
せ
て
適
正
な
森
林
施
業
に
努
め

ま
す
。
町
有
林
は
、
適
正
管
理
を
行
い
、
木
材

を
小
学
校
や
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
に
有
効
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
工
業
は
、
雇
用
確
保
や
経
済
的
効
果
な
ど
町

の
発
展
の
た
め
に
は
、
企
業
誘
致
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続

き
企
業
の
情
報
収
集
に
努
め
、
積
極
的
に
企
業

誘
致
を
進
め
ま
す
。

　
商
業
と
観
光
は
、
参
勤
交
代
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
大
津
の
街
並
み
を
蘇
ら
せ
る
た
め

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
の
支
援
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
、
観
光
物
産
の
振
興
と
大
津
町
の
情

報
発
信
の
た
め
に
、大
津
中
央
バ
ス
停
横
に「
ま

ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
特
産
品
を
使
っ
た
新
商

品
の
開
発
の
調
査
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
法
務
局
大
津
出
張
所
跡
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
施
設
を
整
備
し
、
町

の
歴
史
と
文
化
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た

め
の
活
動
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
三
「
未
来
を
拓ひ
ら

く
ふ
る
さ
と
づ
く

り
〜
教
育
・
文
化
の
振
興
〜
」

　　
昨
年
、
策
定
し
た
大
津
町
教
育
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
夢
を
持
ち
、
夢
を
育
み
、
夢
を
叶
え

る
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
学
習
支
援
指
導
員
や
特
別
支
援
補
助
員

を
増
員
し
、
学
校
教
育
指
導
員
を
新
た
に
配
置

し
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
充
実
と
向
上
、

教
育
課
程
の
円
滑
な
実
施
や
授
業
力
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
確
か
な
学
力
の
育
成
の
た

め
、
生
き
た
教
材
で
あ
る
新
聞
を
教
育
の
場
に

活
用
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
事
業
（
※
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
、
幼
稚

園
や
保
育
所
、
学
校
を
中
心
に
し
た
連
携
を
図

る
た
め
に
幼
保
小
中
連
携
推
進
協
議
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
４
月
に
は
、
大
津
小
学
校
過
大
規

模
解
消
の
た
め
、
大
津
小
学
校
分
離
校
が
、
美

咲
野
地
内
に
開
校
し
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
、

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
学
習
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
津
ま
ち
お
こ
し
大

学
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
は
、
近
年
の
健
康
志
向
型
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
底
辺
拡
大
を
図
り
、
運
動
公
園
を
活

用
し
て
競
技
力
の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
と
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
教
育
委
員
会
に
外
部
評
価
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
事
務
、

事
業
の
点
検
や
評
価
を
行
い
、
町
民
の
視
点
に

立
っ
た
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
人
権
啓
発
は
、
昨
年
度
「
大
津
町
男
女
共
同

参
画
都
市
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
男
女
間
の
暴
力
行
為
、

高
齢
者
へ
の
虐
待
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
わ
る
人

権
侵
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
消

を
図
る
た
め
に
人
権
啓
発
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
四
　「
魅
力
的
で
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
〜
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
〜
」

　　
地
球
温
暖
化
防
止
や
地
球
環
境
と
共
に
生
き

て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま

す
。
ご
み
の
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
定
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

ほ
か
に
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

資
源
と
し
て
集
め
、
更
な
る
循
環
型
社
会
の
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
道
路
は
、
県
道
「
西
鶴
中
井
迫
線
」
が
、
今

年
度
中
に
完
成
の
予
定
で
、
ま
た
町
道
本
田
技

研
３
２
５
号
線
に
つ
い
て
も
４
月
か
ら
一
部
供

用
開
始
を
行
っ
て
お
り
、
全
線
早
期
完
了
に
向

け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
縦
軸
の
道
路

整
備
に
よ
り
、
国
道
57
号
や
都
市
計
画
道
路

「
三
吉
原
北
出
口
線
」
の
東
西
の
道
路
と
併
せ

て
、
通
勤
や
生
活
道
路
と
し
て
交
通
網
の
整
備

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
身
近
な
道

路
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
車
両

情
報
発
信
と
観
光
の
振
興
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備

と
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
整
備
に
努
め

ま
す
。
ま
た
旧
国
道
57
号
沿
い
に
街
路
灯
を
設

置
し
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
ま
し
た
。

肥
後
大
津
駅
は
、
ま
ち
の
玄
関
口
で
あ

り
、
顔
で
す
。
交
通
の
通
過
点
と
な
る

の
で
は
な
く
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
、

人
を
呼
び
、
そ
こ
で
交
流
が
生
ま
れ
て

情
報
を
共
有
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
駅
の
南
側
に
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
、
自
家
用
車
駐
車
場
や
駐
輪
場

な
ど
が
あ
る
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
と
、
そ
の
一
角

に
駅
の
南
口
機
能
を
持
つ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
９
月
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
を
交
通
・
観
光
・
情
報

発
信
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。ま
た
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る「
駅

前
楽
善
線
」
も
、
平
成
26
年
度
末
の
早
期
完
了

を
目
指
し
て
、事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

防
災
は
、
大
規
模
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
し

た
。
今
年
度
に
整
備
す
る「
子
育
て
健
康
広
場
」

を
緊
急
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
活
用
し

ま
す
。
さ
ら
に
駅
北
側
に
あ
る
駅
前
パ
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
防
犯
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

第
五
「
改
革
と
分
権
の
時
代
の
新
た

な
行
財
政
運
営
〜
行
財
政
運
営
〜
」

　　
地
方
分
権
が
進
み
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
素
早
く
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
自
主
的
で
自
立
的
な
行
政
運
営
が
、
行
政
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
理
念

に
基
づ
い
て
、
町
民
と
議
会
、
町
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
行
政
区
に
役
場
職
員
を
「
地
区
担

当
職
員
」
と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。
情
報
を

町
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
、
皆
さ
ん
の
要
望
を

し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
で
情
報
を
共
有
し

た
地
域

づ
く
り

の
支
援

を
行
い

ま
す
。

　

平
成

23
年
度
は
、
第
５
次
大
津
町
振
興
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
は
、
行
政
と
町
民
と
の
共
通
の

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
成
果
指
標
を
設
定

し
ま
し
た
。
行
政
評
価
と
と
も
に
そ
の
成
果
に

つ
い
て
も
検
証
し
な
が
ら
進
行
管
理
を
行
い
ま

す
。

　
町
の
行
財
政
運
営
も
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
後
期
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
健
全
財
政
の
運
営
に
努
め

ま
す
。
事
業
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、
長

期
的
視
野
に
立
ち
、
将
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
私

の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。「
地
域
主
権
」
の

大
き
な
流
れ
の
な
か
で
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
創
意
、
工
夫
を
重
ね
て
、
町
の
振
興
総

合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
ま
す

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
元
気　
大
津　
人
と
自

然
に
や
さ
し
い　

心
か
よ
い
あ
う　

ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
全
力
で
各
種
施
策
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（N

ew
spaper in Education

）

と
は
、「
教
育
に
新
聞
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
学

校
な
ど
で
新
聞
を
教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
す
。
実
践
指
定
校
は
５
３
３
校
（
平
成

22
年
）
あ
り
、
全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

第
５
次
大
津
町
振
興
総
合
計
画
の

後
期
計
画
を
ス
タ
ー
ト

 

駅
の
南
側
に
、
南
口
機
能
を
持
つ

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
９
月
に

て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
後
期
改
革

大
津
町
振
興
総
合
計
画

第
５
次

ー後期
基本計

画ー

大津町

計画期
間　平

成23
年度～

平成2
7年度

55年目の
設計図

↑肥後大津駅南側のイメージ

↑まちづくり交流センターの完成図
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平
成
23
年
度
の
予
算
額
は
、
一
般
会

計
で
１
１
１
億
６
，
２
３
１
万
円

で
す
。
対
前
年
比
９
，
２
０
０
万

円
、
０・
８
３
㌫
の
増
額
で
す
。
特
別
会
計
と

合
わ
せ
る
と
１
８
２
億
３
，
１
８
０
万
円
で
、

前
年
度
の
当
初
予
算
よ
り
５
億
９
，
２
０
３
万

円
、
３・
３
８
㌫
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
菊
池
環
境
保
全

組
合
へ
の
負
担
金
や
大
津
北
部
の
県
営
畑
総
事

業
な
ど
が
減
額
に
な
っ
た
も
の
の
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
や
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
増
、
各
種
予
防
接
種
事
業
の
新

設
な
ど
、
事
業
の
拡
充
が
影
響
し
て
、
前
年

度
と
比
較
し
て
０・
８
３
㌫
増
の
予
算
編
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、

70
億
６
，
９
４
９
万
円
で
対
前
年
度
に
比
べ
る

と
、
５
億
３
０
３
万
円
の
増
額
で
す
。
特
別
会

計
の
予
算
規
模
は
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
で

は
減
額
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
）
や
公
営
企
業
会
計
（
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
事
業
）で
増
額
に
な
っ
て
お
り
、

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
予
算
規
模
は
大
幅
に
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
個
別
に
見
る
と
、
国
民

健
康
保
険
が
２
億
１
，
６
３
３
万
円
増
額
、
共

有
財
産
が
１
１
８
万
円
増
額
、
公
共
下
水
道
が

２
億
３
，
５
４
３
万
円
増
額
、
介
護
保
険
が

３
，
６
１
９
万
円
増
額
、
農
業
集
落
排
水
事
業

が
３
，
８
０
４
万
円
の
増
額
後
期
高
齢
者
医
療

が
８
０
６
万
円
増
額
と
な
り
、
工
業
用
水
道
が

２
，
８
８
２
万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計名 予算額 対前年比
一般会計 111 億 6,231 万円 ＋ 0.83％

国民健康保険特別会計 28 億 7,252 万円 ＋ 8.14％
農業や自営業、退職者などの皆さんの保険給付や人間ドックなどの保
健事業の会計
大津町外四ケ市町村共有財産
管理処分事務受託特別会計 361 万円 ＋ 48.44％
大津町、南阿蘇村（旧長陽村）、菊陽町、菊池市（旧旭志村、旧泗水町）、合志
市（旧合志町）の市町村で1,108㌶の共有財産、緑資源公団の分収育林管
理などの会計
公共下水道特別会計 14 億 179万円 ＋ 2.02％

生活環境の向上や河川の汚濁防止などのを目的に生活雑排水などの処
理施設を整備する会計

会計名 予算額 対前年比
介護保険特別会計 19億9,400万円 ＋1.85％

高齢者の皆さんの介護に関するサービス給付が主な会計
農業集落排水特別会計 ４億9,354万円 ＋8.35％
農村地帯の生活環境の向上と河川の汚濁防止などを目的に生活雑排水
などの処理施設を整備する会計
後期高齢者医療特別会計 ２億5,192万円 ＋3.31％
熊本県後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者の皆さんの医療給付
に伴う保険料、健診などが主な会計
工業用水道事業会計 5,211万円 △35.61％

熊本中核工業団地内の工場で使用される工業用の水道給水を行うため
に設けられた独立採算制の会計

合計 182億3,180万円 ＋3.38％

自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の
50
・
８
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年
比

５
億
５
千
万
円
、
10
・
８
㌫
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
に
伴
う
、
公
共
設
備
整
備
基
金
と
財
源
不

足
を
補
う
た
め
の
財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入

れ
が
大
き
く
伸
び
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

ま
す
。
町
民
税
は
昨
年
と
比
較
し
５
千
万

円
増
額
で
計
上
し
て
お
り
、
町
税
全
体
で

２
億
２
千
万
円（
５・４
㌫
）の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
分
担
金
負
担
金
、
使
用
料
・
手

数
料
は
ほ
ぼ
前
年
度
と
同
額
で
す
。
繰
入
金

は
大
き
く
３
億
６
千
２
百
万
円（
１
０
３・８

㌫
）
の
増
額
で
す
。
そ
の
他
の
う
ち
、
繰
越

金
は
昨
年
と
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
は
、
前
年
度
か
ら
見
て

４
億
５
千
９
百
万
円
（
△
７・
７
㌫
）

の
減
額
で
す
。
地
方
交
付
税
は
前
年
度
か
ら

見
て
７
億
５
千
８
百
万
円
（
△
36
・
８
㌫
）

の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金

は
児
童
増
に
よ
る
私
立
保
育
所
負
担
金
の
増

額
な
ど
の
影
響
で
大
幅
に
増
額
し
て
い
ま
す

が
、
県
支
出
金
は
、
保
育
所
建
設
補
助
が
無

く
な
っ
た
こ
と
で
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
な
ど
の
増

に
伴
い
25・０
㌫
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計予算は、新規事業の抑制や
投資的事業の先送りと規模縮小、

経常経費の積極的な削減を実施しました
が、社会保障関係や子育て関係事業費費
の増、国民健康保険特別会計への繰出金
の増額により、昨年を上回る予算編成と
なっています。

町税
43億2,641万円
38.8％（+5.4％）

使用料、手数料
2億5,255万円
2.3％（+0.3％）

繰入金
7億1,095万円
6.4％（+103.8％）

その他
1億4,474万円
1.3％（△25.0％）

地方交付税
13億円
11.6％（△36.8％）

国庫支出金
11億5,804万円
10.4％（+6.7％）

県支出金
7億4,544万円
6.7％（△16.2％）

町債
18億2,500万円
16.3％（+25.0％）

その他
4億6,630万円
4.2％（+1.5％）

分担金、負担金
2億3,288万円
2.1％（+6.9％）

自主財源
56億6,753万円
50.8％（+10.8％）

依存財源
54億9,478万円
49.2％（△7.7％）

歳入

一般会計

111億6,231万円 182億3,180万円
平成 23年度の予算規模

今年の大津のお金の使い道を決める設計図―

平成23年度

予算

55年目の
設計図

今年の予算が決まりました。
総額は 182億 3,180 万円。
グラフを交えながら
ことしの予算をご紹介します
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人件費
18億9,958万円
17.0％（△0.3％）

公債費
12億8,382万円
11.5％（△0.9％）

補助金など
14億7,795万円
13.2％（△16.2％）

物件費
11億9,380万円
10.7％（△1.6％）

その他の経費
2億2,300万円
2.0％（△3.9％） 繰出金

12億640万円
10.8％（+15.9％）

補助事業
9億3,515万円
8.4％（△5.1％）

単独事業
7億9,527万円
7.1％（+4.7％）

予備費
5,683万円
0.5％（+8.8％）

扶助費
20億9,052万円
18.7％（+14.7％）

義務的経費
52億7,392万円
47.2％（+5.0％）

その他の経費
41億114万円
36.7％（△3.5％）

投資的経費
17億3,042円
15.5％（△0.8％）

歳出111億6,231万円

性質別

目的別

目
的
別
で
見
る
と
増
額
は
、
商
工
費
が
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
ま
ち
づ
く
り

交
流
セ
ン
タ
ー
、
照
明
灯
整
備
工
事
な
ど
）
の

継
続
に
よ
っ
て
前
年
比
１
１
８・
４
㌫
増
と
最

も
多
く
な
り
、
次
い
で
民
生
費
が
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
（
子
育
て
広
場
の
整
備
）
で
11
・
４
㌫

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
減
額
は
、
消
防
費
が
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
防
災
無
線
な
ど
の
整

備
）
の
終
了
で
23
・
４
㌫
の
減
額
、
教
育
費
は

学
校
建
設
費
の
減
額
に
伴
い
11
・
６
㌫
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
で
見
る
と
、
増
額
は
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
影
響

し
て
他
会
計
へ
の
繰
出
金
が
15
・
９
㌫
と
最
も

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
扶
助
費
は
、
児
童
の

増
加
に
伴
う
私
立
保
育
所
運
営
費
の
増
額
な
ど

子
育
て
分
野
の
拡
充
に
よ
っ
て
14
・
７
㌫
増
額

し
て
い
ま
す
。
減
額
は
補
助
金
な
ど
が
菊
池
環

境
保
全
組
合
へ
の
負
担
金
の
減
額
に
伴
い
16
・

２
㌫
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
の
景
気

対
策
の
影
響
を
受
け
る
投
資
的
経
費
は
、
総
額

で
１
千
４
百
万
円
（
０・８
㌫
）
の
減
額
で
す
。

議会費
定例会や臨時会の会議録や議
会広報発行のための経費 473 万円

衛生費
乳児・1 歳 6 ヵ月児・3 歳児
などの健診事業費 3,970 万円

各種予防接種費用 １億 1,810 万円
特定健診を含むふるさと総合
健診や各種検診費用 3,795 万円

小学生までの子どもの医療費
を助成するため １億 2,848 万円

合併浄化槽の設置を助成する
ため 543 万円

菊池環境保全組合への負担金や
ゴミ処理に関する費用 ３億 6,453 万円

再生資源回収助成などごみ減
量化、資源化のため 793 万円

し尿処理のための負担金やし
尿運搬費の助成 １億 2,265 万円

住宅用太陽光発電システム設
置補助など 375 万円

総務費
菊池広域連合への負担金（火
葬場費・管理費） 1,445 万円

「広報おおづ」の発行の費用 580 万円
電子計算機器の借上げおよび
保守委託料など 8,405 万円

交通安全教育やカーブミラー
工事など 975 万円

地域通過 ｢水水｣ や地域づく
り活動支援事業補助金など 631 万円

地方バスと乗合タクシーの運
行費補助 3,264 万円

外国人に係る住基システムの
改修 1,541 万円

県議会議員一般選挙の費用 881 万円
防犯対策事業など 2,274 万円

民生費
国民健康保険特別会計の安定
化のため ２億8,185万円

介護保険特別会計の安定化のため ２億9,207万円
後期高齢者医療制度のため ３億3,568万円
養護老人ホームへの負担金 7,241万円
障害者自立支援事業に係る費用 ３億7,736万円
シルバー人材センターの助成費 800万円
学童保育に係る費用 4,807万円
子ども手当などの支給費 ８億2,831万円
私立保育園の負担金 ６億3,323万円
まちづくり交付金事業（子育て
健康広場） ２億300万円

教育費
小中学校などの英語力向上の
ための外国人講師招致費など 1,390 万円

教育相談事業などの経費 915 万円
学力向上や特別支援学級のた
めの非常勤職員の費用 3,336 万円

大津小学校分離校建設の費用
（プール設計業務など） 8,304 万円

学校図書、授業用教材など小
中学校の備品購入費 1,134 万円

幼稚園入園などの補助 2,989 万円
公民館や生涯学習センターの
管理、運営の費用 5,036 万円

運動公園や体育館の維持管理費 8,338 万円
図書館の運営の費用 6,256 万円
まちづくり交付金事業（歴史・
文化伝承館建設工事） 1,700 万円

農林水産業費
農業資金の利子補給や鳥獣害
防止対策の補助金などの費用 900 万円

畜産農業団体の助成など畜産
振興のために 577 万円

総合交流ターミナル「岩戸の
里」の改修費 1,559 万円

迫井手地区県営事業負担金な
ど圃

ほ

場整備事業の費用 6,238 万円

町有林保育事業の委託費 3,004 万円
農業集落排水事業特別会計へ
の繰出金 １億 784万円

農道の維持管理や新設改良費 1,524 万円
林道の維持管理や新設改良費 783 万円

土木費
町道の維持管理の補修工事や
街路樹管理のため 3,336 万円

町道などの新設や改良のため １億 1,427 万円
都市計画道路 ｢西鶴中井迫線｣
の県工事負担金 1,400 万円

町立公園などの維持管理のため 4,515 万円
まちづくり交付金事業（本田
技研 325号線改良工事など） 10 億 4,991 万円

町営住宅の維持管理などのため 9,096 万円
公共下水道特別会計への繰出金 ４億 5,617 万円

商工費
商工業関係団体の補助や商業
振興などのために 1,029 万円

まちづくり交付金事業（まち
づくり交流センターなど） １億 4,665 万円

国際交流事業 350 万円
工場等振興奨励補助金として 544 万円

消防費
菊池広域連合消防本部への負
担金 ２億 7,080 万円

消防団の活動や防火水槽など
消防施設の整備費 7,979 万円

公債費
借入金 ( 町債など ) の返済に
充てるための費用 12億 8,382万円

議会費
1億3,553万円
1.2％（+34.6％）

総務費
10億8,547万円
9.7％（△3.1％）

民生費
35億8,855万円
32.1％（+11.4％）

衛生費
9億5,326万円
8.5％（△3.3％）

農林水産業費
4億7,517万円
4.3％（△5.4％）

商工費
2億3,743万円
2.1％（+118.4％）

土木費
19億5,482万円
17.5％（△4.6％）

消防費
3億5,324万円
3.2％（△23.4％）

教育費
10億3,548万円
9.3％（△11.6％）

災害復旧費
62万円
0.0％（±0.0％）

公債費
12億8,382万円
11.5％（△0.9％）

予備費
5,683万円
0.5％（+8.8％）

用
語
の
説
明

地
方
交
付
税
▼
一
般
的
な
町
の
行
政
運
営
経

費
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、
国
か
ら
町
に

交
付
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金
▼
町
が
行
う
事
業
に
対
し

て
、
一
定
の
割
足
で
国
や
県
が
補
助
す
る
場

合
に
交
付
さ
れ
る
お
金

町
債
▼
公
共
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
国
や

銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金

投
資
的
経
費
▼
施
設
整
備
な
ど
普
通
建
設
事

業
な
ど
に
支
出
さ
れ
る
経
費

公
債
費
▼
町
が
借
り
入
れ
た
町
債
の
元
利
償

還
金
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子
の
合
算
額

繰
出
金
▼
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
経
営

安
定
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費

55年目の
設計図
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人
事
異
動

人
事
異
動

部　名 課　名 職　　名 氏　名 前　　職

総務部

総務課

課長 田中　令児 総務部　税務課長
主幹兼男女共同参画推進係長 井上由美子 総務部　住民課主幹兼住民係長
人事秘書係長 坂本　光成 企画部　企画課　企画政策係長兼行革推進係長
菊池広域連合派遣 松永　佐鶴 経済部　商業観光課　林務公園係長

人権推進課

課長 阪梨　善行 菊池広域連合派遣
人権推進係長 𠮷住　憲司 矢護川地区簡易水道組合派遣
人権啓発福祉センター長 藤永　広信 総務部　人権推進課　人権推進係長
人権啓発福祉センター副センター長 山部　明美 子育て支援課　大津保育園副園長

税務課
課長 堀川　晴幸 福祉部　保険医療課審議員兼老人ホーム長
住民税係 田邊　嵩博 新規採用
管理係参事 伊東　正道 土木部　都市計画課　建築係参事

住民課

課長補佐兼住民係長 中嶋　惠子 総務部　総務課主幹兼男女共同参画推進係長
住民係 山下　宏介 福祉部　健康福祉課　福祉係
住民係 有働　咲良 新規採用
戸籍係長 小池美奈子 福祉部　保険医療課　老人ホーム参事
住宅係長 東　　洋文 総務部　住民課　住宅係参事
住宅係参事 宮内　　徹 土木部　環境保全課　環境保全係参事

企画部 企画課

課長補佐兼企画政策係長兼地域づくり推進係長 市原　紀幸 総務部　総務課主幹兼人事秘書係長
財政係長兼行革推進係長 白石　浩範 企画部　企画課　財政係長兼地域づくり推進係長
企画政策係 石原　春香 新規採用
情報計画係 福山　真大 経済部　商業観光課　商業観光係

企業誘致課 企業誘致係長 荒木　啓一 熊本県企画振興部交通対策総室派遣

福祉部

健康福祉課

課長補佐兼福祉係長 小西　　覚 福祉部　保険医療課課長補佐兼国保・医療係長
主幹兼健康推進係長 西村　一美 経済部　商業観光課主幹兼商業観光係長
福祉係 西田　貴嗣 企画部　企画課　情報計画係
福祉係 辻　　麻里 新規採用
健康推進係参事 木下　美恵 福祉部　保険医療課　老人ホーム参事
健康推進係 赤星　香織 新規採用

保険医療課

課長補佐兼国保・医療係長 合志　幸治 経済部　農政課課長補佐兼農村整備係長
課長補佐兼介護保険係長 坂田　敬介 福祉部　保険医療課主幹兼介護保険係長
課長補佐兼地域包括支援係長 緒方　光子 福祉部　保険医療課主幹兼地域包括支援係長
介護保険係参事 郷　　春美 総務部　住民課　住民係参事
介護保険係 府内　淳貴 新規採用
地域包括支援係主査 宮内　理恵 福祉部　健康福祉課　健康推進係主査

経済部
農政課

課長 桐原　則雄 総務部　総務課長
課長補佐兼農村整備係長兼林務公園係長 大田黒哲郎 土木部　下水道課主幹兼公共下水道係長
農政係参事 太田　小織 企画部　企画課　企画政策係参事
農政係 安武　祐成 総務部　税務課　管理係
林務公園係主査 緒方　大祐 経済部　商業観光課　林務公園係主査
農地整備係長 菊池　英二 総務部　住民課　住宅係長

商業観光課 商業観光係長 村山　龍一 企画部　企業誘致課　企業誘致係長
商業観光係 矢野美穂子 子育て支援課　子育て支援係

転入（内は前任校） 転出（内は転任校）

大
津
中

恵濃裕司校長（隈府小） 池頭　俊校長（退職）
髙木浩子教諭（菊池北中） 川内映子教諭（退職）
吉良洋輔教諭（蘇陽中 上益城） 渡辺一宣教諭（大津北中）
河嶋里亜養護教諭（西合志南中） 興梠あけみ教諭（武蔵ヶ丘中）
峰　武史教諭（初任） 斎藤周嗣教諭（江原中　熊本）
中山祥子教諭（初任） 中川美千代養護教諭（合志中）

甲斐真由美栄養職員（室小）

大
津
北
中

服部起明教頭（御船中 上益城） 松本成樹教頭（西合志南小）
佐尾順子教諭（菊池南中） 緒方敦子教諭（退職）
渡辺一宣教諭（大津中） 仁木義邦教諭（不知火小 宇城）
堤　浩利教諭（菊池北中） 星田章広教諭（八代八中 八代）
町田恭二教諭（米野岳中 鹿本） 喜納政直教諭（合志中）
小澤絵美教諭（帯山中 熊本） 三浦由子教諭（鶴城中 宇城）

室
小

甲山敏彦校長（菊池教育事務所） 吉田廣和校長（大津南小）
𣜜𠩤瑞枝教諭（龍門小） 髙宗信雄教諭（退職）
江口美紀教諭（西合志第一小） 野田由美教諭（大津小）
溝淵善則教諭（城西小 熊本） 小林美代教諭（西合志南小）
甲斐真由美栄養教諭（大津中） 野間口広美教諭（護川小）
芦原玲子教諭（初任） 横尾直子教諭（蘇陽小 上益城）

高木伸子栄養教諭（山鹿小 鹿本）

転入（内は前任校） 転出（内は転任校）

大
津
南
小

吉田廣和校長（室小） 中﨑公夫校長（大津北小）
青木珠恵教諭（大津小） 中島優子教諭（泗水東小）
山内世樹教諭（初任） 中津海裕喜教諭（武蔵ヶ丘小）

宮﨑明美主任事務職員（菊陽北小）
大
津
東
小
山下洋一教頭（髙田小 八代） 池邊正裕教頭（七城小）

大
津
小

宮本やよい教頭（合志中） 矢野晋康教頭（梅林小 玉名）
野田由美教諭（室小） 緒方和子教諭（退職）
神田寿子教諭（菊陽中部小） 青木珠恵教諭（大津南小）
安武史子教諭（菊陽西小） 金子美紀教諭（泗水小）
櫨川武志教諭（西合志南小） 合志るみ子教諭（熊大附属小）
稲葉恵美教諭（大津北小） 菊川直子教諭（広安小 上益城）
佐々優子養護教諭（西合志中） 前田たか子養護教諭（護川小）
渕瀬貴治教諭（初任）

大
津
北
小

中﨑公夫校長（大津南小） 松本拓也校長（迫水小）
宮代裕子教諭（託麻原小 熊本） 澤本　徹教諭（西合志東小）
竹本拓也教諭（初任） 稲葉恵美教諭（大津小）

西住成輝事務主任（合志南小）
護
川
小

松岡隆恭教頭（菊陽西小） 田中壮介教頭（上益城 白旗小）
野間口広美教諭（室小） 松岡奈穂子養護教諭（菊之池小）
前田たか子養護教諭（大津小）

部　名 課　名 職　　名 氏　名 前　　職

土木部

都市計画課

課長補佐兼都市計画係長 古庄　啓起 福祉部　健康福祉課主幹兼健康推進係長
都市計画係主査 松岡　　司 経済部　農政課　農政係主査
建築係参事 中原　　均 経済部　農政課　農政係参事
建築係 宇都宮明子 新規採用

道路整備課 課長 片山　文男 経済部　農政課長
道路維持係長 西岡多津朗 土木部　都市計画課　都市計画係長

環境保全課
矢護川地区簡易水道組合派遣兼環境保
全課長兼工業用水道課審議員 徳永　　太 土木部　環境保全課長兼工業用水道課審議員
環境保全係主査 本司　貴大 総務部　税務課　住民税係主査

下水道課
課長 高木　聖輝 土木部　道路整備課長
主幹兼施設係長 野田　　智 土木部　下水道課　施設係長
公共下水道係長 坂本　一正 教育部　生涯学習課　生涯学習係長

会計課 主幹兼会計係長 上田ゆかり 会計課　会計係長
農業委員会 局長 松岡　秀雄 総務部　人権推進課長

子育て支援課

子育て支援係 松本　史香 福祉部　保険医療課　介護保険係
大津保育園副園長 宇野真理子 総務部　人権推進課　人権啓発福祉センター副センター長
大津保育園調理師 斉藤　由美 福祉部　保険医療課　老人ホーム支援員
大津保育園調理師 樋口　　瞳 教育部　学校教育課　学校給食センター調理師

教育部

　 次長兼教育指導主事 髙本　　浩 南阿蘇村立両併小学校

学校教育課

課長兼教育支援センター長 中村　克則 土木部　下水道課長
大津幼稚園参事 井川　邦子 教育部　学校教育課　陣内幼稚園参事
大津幼稚園教諭 中村真梨子 新規採用
陣内幼稚園参事 高本ますみ 教育部　学校教育課　大津幼稚園参事
大津北中学校司書 古澤　理恵 教育部　図書館司書
学校給食センター主任調理師 松永　妙子 教育部　学校教育課　学校給食センター調理師
学校給食センター調理師 田代　幸子 福祉部　保険医療課　老人ホーム主任支援員
学校給食センター調理師 日吉　雅信 福祉部　保険医療課　老人ホーム生活相談員
学校給食センター調理助手 國武　浩一 福祉部　保険医療課　老人ホーム支援員

生涯学習課 課長補佐兼生涯学習係長 坂本　俊明 土木部　道路整備課課長補佐兼道路維持係長
公民館 副館長 竹中千恵子 総務部　住民課課長補佐兼戸籍係長
図書館 司書 稲田奈緒美 教育部　学校教育課　大津北中学校司書

【退職】
服部　次子（農業委員会） 坂本　雅美（学校教育課 学校給食センター）
吉村　廣幸（人権推進課 人権啓発福祉センター） 坂本やよい（子育て支援課 大津保育園）
古庄　好美（保険医療課 老人ホーム） 渡辺　能行（学校教育課）
荒木　政雄（学校教育課） 【派遣期間終了】
中村ユミ子（保険医療課 老人ホーム） 井上雄一郎（都市計画課）

職員の退職（3月 31日付）　　今までありがとうございました

（敬称略）

町職員

教職員 消防団幹部

団　長

西
にし
田
だ
　健

けん
一
いち

第４分団 分団長

穴
あな
見
み
　昌
まさ
也
や

副　団　長

永
なが
田
た
　浩
ひろ
光
みつ

第５分団 分団長

花
はな
岡
おか
　道
みち
治
はる

副　団　長

志
し
賀
が
　継
つぐ
敏
とし

第６分団 分団長

金
かな
田
だ
　孝
たか
則
のり

第１分団 分団長

大
おお
田
た
黒
ぐろ
淳
じゅん
次
じ

第７分団 分団長

伊
い
原
はら
　幸
ゆき
哉
や

第２分団 分団長

岡
おか
田
だ
　康
やす
成
なり

第８分団 分団長

田
た
代
しろ
　裕
ひろ
之
ゆき

第３分団 分団長

倉
くら
岡
おか
　宏

ひろ
充
みつ

本　部 班長

山
やま
下
した
　宏
こう
介
すけ
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大学でこんなことしています

全国で、そして世界で活躍する
大津町のスポーツ

大津まちおこし大学　活動報告会

国際ユースサッカー大会に監督として出場

　「大津まちおこし大学」の活動報告会が、３月26日に
オークスプラザで行われました。『まちづくり学部』の各
グループから１年間の活動内容の報告があり、『人づく
り学部』からは６学科の学科生からそれぞれに特色のあ
る活動報告が行われ、参加者たちは有意義な交流を行い
ました。

　「第49回デュッセルドルフ国際ユースサッカー大会」
は４月21日～25日に、ドイツで開催され、大津高校サッ
カー部監督の平

ひら
岡
おか
和
かず
徳
のり
さん（新）が日本高校選抜代表監督

として出場しました。事前に行われた激励会で平岡さん
は「大津高校の卒業生も選手として参加します。応援し
てください」と大会への抱負を語りました。

今年も奇麗な桜が咲きました

新たなスタートに…おめでとう！

大津町で桜の開花

町内小中学校卒業式・入学式

　４月上旬に、町内の桜が見ごろを迎え、歩行者天国と
なった本田技研南の桜並木は、たくさんの家族連れや観
光バスでにぎわいました。大津町の桜の名所は本田技研
南通のほかにも、清正公道公園や昭和園、大津北中学校南
の町道、杉水公園などがあり、奇麗な花を見せてくれます。

　卒業式が、町内の小中学校で行
われ、児童や生徒たちが長い間親
しんだ学び舎を巣立って行きまし
た。また４月11日には、町内の小
中学校で入学式が行われ、新入生
が先輩たちに元気な笑顔を見せま
した。卒業、入学おめでとうござ
います。

本田技研南通りの桜（左）　桜は春を感じさせますよね

大津北小で行われた入学式では、在校生が新入生に歓迎の言葉を

報告終了後、畑中委員長から講評がありました

激励会で町長に抱負を話す平岡さん

生まれてからほとんどの時
間をこの町で過ごしまし
た。大津町はとても住みや
すい町です。しかし100％
ではありません。何におい
ても 100％ということは
難しいと思います。でも限
りなく 100％に近くする
ことが私の夢です。そして
皆さんの笑顔が見たいと
思っています。

私は子どもの頃からずっと
大津町に住んでいます。そ
して、これからもこの町で
暮らしていきたいと思って
います。そのためには大津
をもっと住みやすい町にし
たいと思っています。すべ
ての町民が幸せになること
を願って、私は役場で働い
て皆さんの役に立とうと思
いました。

夢は「幸せな家庭を築くこ
と」です。子どもを育てな
がら、生きていく町の人た
ちのために役場の仕事がし
たいと思いました。そして、
私だけじゃなく町民の皆さ
ん全員が幸せでいられるよ
うに、みんながずっと笑顔
になれるように、大津町を
もっともっと元気にしたい
と思っています。

幼稚園からサッカーを続け
ていて、サッカーの選手、
それが無理でもスポーツに
関係した仕事に就きたいと
思っていました。一時は先
生になることも目指したの
ですが、大津町役場で地域
のために頑張り、そしてス
ポーツを通した貢献もする
ことができればと思ってい
ます。

高校は大津高校に通ってい
ました。学生だった3年間
で大津町を知り、そしてこ
の町で働きたいと思いまし
た。不安も期待もあります
が、これから有働という名
前を覚えてもらって、町民
の皆さんから頼ってもらえ
る人間になるように頑張り
たいと思っています。

結婚してから大津町に住ん
でいるのですが、子どもが
生まれてから「大津は子
育てがしっかりしているよ
ね」って友達みんなに言わ
れるんです。そんなまちづ
くりをしている大津町が、
もっと自慢できるまちに
なっていくように頑張りた
いと思っています。

私は、人の健康に携わる仕
事をしたいと思っていまし
た。母は看護師をやってい
て、子どもの頃から健康に
ついて考えていました。健
康の価値観は人それぞれで
すが、大津の皆さんのその
人なりの幸せを応援するこ
とができて、赤ちゃんから
お年寄りまで笑顔があふれ
る町になったらとてもうれ
しいです。

私は英語がとても好きで
す。だから将来は英語の先
生になりたいと思っていま
した。でも、大学でボラン
ティアをした時に、子ども
たちと触れ合う機会があっ
たんです。その時に幼稚園
の先生になりたいと思いま
した。子どもの頃からい
ろいろなことを教えたいと
思っています。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
　
平
成
23
年
度
大
津
町
役
場
新
規
採
用
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総務部 税務課 住民税係

田
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ひ ろ

教育部 学校教育課 大津幼稚園

中
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村
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 真
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梨
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子
こ

福祉部 健康福祉課 健康推進係

赤
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星
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か お る

織

企画部 企画課 企画政策係
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は る

香
か

福祉部 保険医療課 介護保険係

府
ふ

内
な い

　淳
じゅん

貴
き

総務部 住民課 住民係

有
う

働
ど う

　咲
さ く

良
ら

土木部 都市計画課 建築係

宇
う つ の み や

都宮 明
あ き

子
こ

福祉部 健康福祉課 福祉係

辻
つ じ

　麻
ま

里
り

小学校 卒　業 入　学
大津小 153 168
室　小 77 78
大津南小 36 27
大津東小 9 6
護川小 28 29
大津北小 23 20
合　計 326 328

中学校 卒　業 入　学
大津中 178 199
大津北中 123 112
合　計 301 311
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252,552

65,511
70,856 71,923

64,209 61,949

261,330

287,705

278,727281,110

H17 H18 H19 H20 H21

医療費

保険税

255,724

244,414

294,483

279,932

254,467

H17 H18 H19 H20 H21

15,800

19,931 19,344 19,288
18,815

介護

給付費

保険税

42,308

39,667

H17 H18 H19 H20 H21

15,420 15,287

後期

支援金

保険税

　

現
在
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
に

伴
っ
て
医
療
費
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。
医

療
費
の
増
加
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
も
影
響
し
、
運
営
者
で
あ
る
町
も
運
営
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
を
運
営
し
て
い
く
財
源
は
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
と
町
が
負
担
し
て
い
る
お
金
が
あ

り
ま
す
が
、
特
に
重
要
な
財
源
は
、
国
保
世
帯

の
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
税
で
す
。
国
保

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金
（
国
保
税
）
を

出
し
合
っ
て
、
そ
の
お
金
か
ら
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
の
医
療
費
を
支
払
う
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
み
ん
な
で
助
け
合
う
」
精
神
を
前

提
に
し
た
医
療
保
険
制
度
な
の
で
す
。

　
国
保
の
場
合
、
医
療
機
関
で
支
払
う
医
療
費

変更前

医療給付費分
所得割 8.0％
平等割 24,000 円
均等割 24,000 円

後期高齢者
支援金分

所得割 2.0％
平等割 6,000 円
均等割 6,000 円

介護納付金分
所得割 1.5％
平等割 6,000 円
均等割 8,000 円

限度額
医療分 50万円
支援金分 13万円
介護分 10万円

変更後
所得割 8.0％
平等割 25,000 円
均等割 27,100 円
所得割 2.5％
平等割 6,500 円
均等割 7,000 円
所得割 1.7％
平等割 6,400 円
均等割 9,100 円
医療分 51万円
支援金分 14万円
介護分 12万円

40歳未満の人
医療分と後期高齢者支援金分をあわせて、国保税として納めます。

40歳以上65歳未満の人（介護保険の第２号被保険者）
医療分と後期高齢者支援金分、介護分をあわせて、国保税として納めます。

65歳以上75歳未満の人（介護保険の第１号被保険者）
医療分と後期高齢者支援金分をあわせて、国保税として納めます。
※介護分は、保険料として別に納めます。

75歳以上の人
国保から後期高齢者医療制度へ移行し、保険料を納めます。

　人が幸せであるためには、健康やお
金、仕事、生きがいなどがあげられま
すが、中でも、健康は最大の幸せの要
素です。
　「健康で幸せな人生」を支援するた
めに、個人はもちろん、国、県、町も
多くのお金を使い、医療や介護などの
社会福祉の向上に努めています。その
結果、平均寿命は世界一となりました
が、日本人の幸福度はトップレベルと
言えるのでしょうか。
　世の中がどんなに情報化社会になっ
ても、どんなに医療技術が進歩しても、
人の幸せや健康の基本は今も昔も変わ
らないと思います。
　健康の基本は、健康は自分自身が守
るものだということです。年をとれば
体の機能が衰え、血圧などの値がある
程度上がるのは仕方がないし、腹回り
がメタボ数値の 85㎝より大きくなる
ことも普通だと思います。メタボ基準
値などに一喜一憂するのではなく、そ
の前に、昔から言われている「腹八分
医者要らず」などのことわざを今一度
思い起こし、日本人の食生活や体が本
来持っている免疫機能などを維持向上
させるなど日頃の健康管理にもっと
もっと知恵と時間をかけるべきだと思
います。
　医療費は高齢化などにより年々増加
の一途です。医療は社会的公共財産と
思います。町民一人一人が大事にその
公共財産を使うことは、自分にとって
も町民の幸せにもつながることだと考
えています。

　
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け

て
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
１
人
当
た
り
の
保
険

税
（
医
療
分
）
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
75
歳
以
上
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
１
人
当
た
り
の
後
期
支
援
金
は
増

加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
１
人
当
た
り

の
保
険
税
（
後
期
支
援
分
）
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
１
人
当
た
り
の
介
護
給
付
費
も

増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
保
険
税
（
介

護
分
）
は
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

は
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
３
割
（
未
就

学
児
２
割
、70
歳
以
上
１
割
か
３
割
）
で
済
み
、

残
り
は
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
下
の
グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
医
療

費
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
国
保
税
は
景

気
悪
化
な
ど
の
理
由
で
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

　
平
成
22
年
度（
見
込
み
）は
、医
療
費
が
約
５・

９
％
増
加
し
た
の
に
対
し
、税
額
は
約
９・５
％

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
改
正
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

税
率
と
限
度
額
の
改
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
事
業

の
運
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
や
む
を
得

ず
保
険
税
率
の
改
正
を
行
い
ま
す
。
健
全
な
運

営
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

では、国民健康保険税額を
算定してみましょう
夫の平成22年中の年間給与収入が300万円で、その他の収入が
無い夫婦（夫45歳・妻41歳）と子２人（10歳・８歳）の世帯の場合

所得割額の求め方
給与所得控除後の所得額は（192万円－基礎控除33万円）×所得割率

平等割の求め方
世帯ごとに計算　介護保険は40歳～64歳の加入者がいる世帯に課税

均等割の求め方
加入者の人数分（介護保険は40歳～64歳の加入者）を掛けます
	

所得割額 　　平等割　　 均等割
医療保険分 127,200 円 25,000 円 27,100 円× 4人

後期高齢者支援金 39,750 円 6,500 円 7,000 円× 4人
介護保険 27,030 円 6,400 円 9,100 円× 2人
合　計 386,400 円

改正前の税額 354,800 円より年間 31,600 円の増額になります。

平
成
23
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
と
限
度
額
を
上
げ
ま
す

国民健康保険税の変更前と変更後

国民健康保険税と医療費などの推移

保険医療課長
大塚　義郎

国保はあなたとあなたに
大切なものです。

健康は最大の幸福。
日頃の健康管理を。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
と

保
険
税
（
医
療
分
）
の
推
移

１
人
当
た
り
の
介
護
給
付
費
と

保
険
税
（
介
護
分
）
の
推
移

１
人
当
た
り
の
後
期
支
援
金
と

保
険
税
（
後
期
支
援
分
）
の
推
移

後期高齢者医療制度は、
平成 20年からスタートし
ています。
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い

特
殊
な
気
象
条
件

　　
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」は
４
〜
10
月
頃
に
か

け
て
、
日
差
し
が
強
く
、
気
温
が
20
〜
25
℃
以

上
、
風
が
弱
く（
風
速
３
ｍ
／
ｓ
以
下
）、
視
程

が
悪
い（
４
㎞
以
下
）日
に
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
一
日
の
う
ち
で
は
、午
前
10
時
ご
ろ

か
ら
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
が
増
加

し
始
め
、午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ
に
最
も

濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

症
状（
被
害
）が
で
た
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

　　

主
な
症
状
は「
眼
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
し
た
り
す
る
」「
涙
が
出
る
」

「
の
ど
が
イ
ガ
イ
ガ
す
る
」な
ど
で
す
。
症
状

が
で
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
屋
内
に
入
り
、

水
道
水
な
ど
の
き
れ
い
な
水
で
洗
顔
、
洗
眼
、

う
が
い
を
十
分
に
行
い
、休
息
し
て
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
メ
ー
ル
に
登
録
し

ま
し
ょ
う

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
メ
ー
ル
に
登
録
す
る
と

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、携
帯
電
話
か
ら
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

←数
分
後
に
自
動
的
に
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
ま

す（
メ
ー
ル
の
返
信
が
な
い
場
合
、
ド
メ
イ
ン

指
定
な
ど
の
設
定
が
必
要
で
す
）。 

←登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
選
択
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

←登
録
完
了
で
す
。

▼
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  

 

sky@
123123.tv 

▼
問
い
合
わ
せ　

　
県
環
境
保
全
課　
大
気・化
学
物
質
班

☎（
３
３
３
）２
２
６
９

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
が

４
月
か
ら
拡
大
し
て
い
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
対
象
は
、
プ

ラ
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
容
器
包

装
の
他
、一
部
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、
４
月
か
ら「
ほ
と

ん
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」を「
資
源
物
」と
し

て
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」の「
プ
ラ
ス
ッ
チ
ッ

ク
類
の
対
象
品
目
」を
ご
欄
く
だ
さ
い
。

６
月
は
環
境
月
間
で
す
！

　
６
月
５
日（
日
）の「
環
境
美
化
の
日
」に
町

内
全
域
の
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
役
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
用
袋
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
環
境
美
化
活
動
を
予
定
し
て
い

る
企
業
や
団
体
は
、早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
今
回
の
清
掃
施
設
の
開
放
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

・
直
接
ご
み
を
持
ち
込

む
場
合
は
、
事
前
に
役

場
で
免
除
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
実
施
後
は
、環
境
保
全

課
ま
で「
環
境
美
化
実

施
報
告
書
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
不
法
投
棄
の
粗
大
ご

み
な
ど
が
あ
る
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

職員の不祥事に対するお詫び
　

　今回、経済部農政課の男性職員（31歳）が、護川土地改良区の事
務処理をする中で虚偽の書類を作成し、その預金口座から不正に現
金を引き出し着服、流用していたことが判明いたしました。なお着服、
私的に流用した 405 万円は全額返済されております。
　今、日本全体が、未曽有の被害をもたらした「東日本大震災」か
らの復興にむけて、心を一つにして、頑張っているさなかに、公務
員としてあるまじき言語道断の行為であり、深くお詫びを申し上げ
ます。かねてより職員の綱紀粛正に努めてきたところではあります
が、町民の皆様に多大な迷惑をお掛けし、信頼を裏切ることになり
ましたことを、町政の最高責任者として重ねてお詫びを申し上げま
す。職員の処分につきましては、当該職員の事情聴取を行い、公金
の不正着服、流用を確認いたしましたので、「町職員懲戒処分等の指
針」に基づき４月 12 日付けで懲戒免職処分としました。また、指導
監督の責任を問い、関係する上司の減給等の処分も併せて行いまし
た。なお、総合的に管理統括すべき責任のある私と副町長につきま
しては、給料を一定期間減額する条例を、後日議会に提案いたします。
　機会あるごとに公務員倫理の確立に取り組んできましたが、職員
一人一人の心の中まで十分に浸透させることができず、誠に申し訳
なく思っております。
　今後、このようなことを二度と起こさないよう管理職以下全職員
に服務指導を徹底し、再発防止に職員一丸となって取り組み、一日
も早く町民の皆様からの信頼を回復できるよう全力を傾注してまい
ります。

平成 23年 4月 12日
　

大津町長　家入　勲

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

注
意
！

環境保全課  環境保全係　☎（293）3113

↑QRコード

環境月間中の清掃組合施設開放日と搬入物
施設名 電話 搬入物

東部清掃工場 ☎（293）5245 可燃物
環境美化センター ☎（293）1222 不燃物、資源物

開　放　日
６月４日（土）・６月５日（日）

開　放　時　間
午前８時～午前11時30分
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４
月
か
ら
、
黒く
ろ

田だ

傳つ
た
えさ

ん
（
室
）
が
総
務

大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
の
委
嘱
を
受

け
、
行
政
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
と
は
、
行
政
相
談
委
員
法

に
基
づ
き
、
行
政
運
営
の
改
善
な
ど
に

熱
意
を
有
す
る
人
に
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
が
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
役
場
の
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付

け
、
住
民
と
役
場
の
パ
イ
プ
役
に
な
り
、
そ
の

解
決
・
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
町
で
は
定
期
的
に
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時　
毎
月
第
３
木
曜　
午
前
10
時
～
正
午

▼
相
談
場
所　
住
民
相
談
室

　
ま
た
日
野
惠
美
子
さ
ん
が
相
談
委
員
を
退
任

さ
れ
ま
し
た
。長
い
間
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

昨
年
、
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
の
移
譲
先
を

公
募
選
定
し
、
以
後
必
要
な
準
備
を
進

め
、
計
画
ど
お
り
３
月
末
で
運
営
の
移
譲
は
無

事
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
３
月
31
日
は
、
す
ぎ
な
み
園
で
運
営
移
譲
式

が
行
わ
れ
、
大
広
間
に
入
所
者
の
皆
さ
ん
と
社

会
福
祉
法
人
光
進
会
の
井
上
太
喜
郎
会
長
、
家

入
町
長
、
大
田
黒
町
議
会
議
長
、
す
ぎ
な
み
園

職
員
、
光
進
園
職
員
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
の

思
い
出
と
今
後
の
抱
負
を
込
め
て
式
は
終
了
し

ま
し
た
。
４
月
か
ら
光
進
会
が
運
営
す
る
「
光

進
園
」
と
し
て
の
歩
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
運

営
が
町
か
ら
社
会
福
祉
法
人
に
変
わ
り
、
施
設

名
も
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
施
設
の
皆
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
同
様
、
光
進
園
で
生
活
を
続
け
ま

す
。
光
進
会
は
、
今
年
中
に
新
し
い
施
設
を
整

備
し
ま
す
。
新
施
設
は
す
べ
て
個
室
で
、
場
所

は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
寿
園
の
南
側
で
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
老
人
福
祉
法
に
定

め
ら
れ
た
、
経
済
的
、
環
境
的
に
措
置

入
所
が
必
要
だ
と
認
め
ら
れ
た
高
齢
者
が
、
生

活
の
場
と
し
て
利
用
す
る
施
設
で
す
。
入
所
を

希
望
す
る
人
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

熊本県議会議員一般選挙（菊池郡選挙区）
の投開票が４月 10日に行われました。
　大津町の当日の有権者数は 24,397 人

（男性 11,806 人、女性 12,591 人）で、投票率
は前回の61.62％を大きく下まわる53.25％で過
去最低となりました。なお、菊池郡選挙区（大津町・
菊陽町）全体での投票率は、50.14％でした。
各投票所の投票率は以下のとおりです。

大
津
町
非
常
勤
職
員

▼
職
種　
幼
稚
園
教
諭

▼
勤
務
地　
町
内
幼
稚
園

▼
勤
務
日　
月
～
金
（
幼
稚
園
開
園
時
の
み
）

▼
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
う
ち
５
時
間
30
分

▼
資
格
な
ど　
幼
稚
園
教
諭
免
許　

▼
社
会
保
険　
無　
▼
雇
用
保
険　
有

▼
備
考　
任
用
期
間
１
～
３
年
、
日
額
報
酬

大
津
町
業
務
補
助
員
募
集
（
登
録
制
）

▼
職
種　
①
保
健
師
・
看
護
師　
②
歯
科
衛
生
士

▼
勤
務
地　
①
、
②
健
康
福
祉
課

▼
勤
務
日　
検
診
時
の
み

▼
勤
務
時
間　
主
に
午
後
１
時
～
午
後
５
時

▼
資
格
な
ど　
①
保
健
師
ま
た
は
看
護
師　

　
　
　
　
　
　
②
歯
科
衛
生
士

▼
社
会
保
険　
無　
▼
雇
用
保
険　
無

▼
備
考　
登
録
制（
登
録
期
間
２
年
）、日
額
賃
金

▼
受
付
期
限　
５
月
13
日
（
金
）

▼
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
日

祝
を
除
く
）

▼
申
込
方
法　
履
歴
書
を
本
人
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い

▼
任
用
開
始　
６
月
以
降
を
予
定

▼
そ
の
他　
面
接
を
５
月
下
旬
に
実
施
予
定
で

す
（
業
務
補
助
は
書
類
選
考
の
み
予
定
）。
募

集
職
種
や
募
集
の
詳
細
な
ど
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
始
め
ま
す
。

こ
の
予
防
接
種
は
、
接
種
対
象
者
の
保
護
者
な

ど
の
希
望
で
接
種
を
行
う
も
の
で
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
救
済
制
度
は
適
用
に
な
り
ま
せ

ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
を
知
っ

て
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者　
２
カ
月
～
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
実
施
期
限　
平
成
24
年
３
月
31
日

▼
自
己
負
担
額　
１
回
に
つ
き
２
，
０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
に
は
全
額
補
助
し
ま
す
。

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
場
所　
町
と
契
約
し
た
医
療
機
関

▼
持
参
物　
住
所
が
分
か
る
も
の
（
健
康
保
険

　
証
な
ど
）
と
母
子
健
康
手
帳

　
※
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

★
接
種
回
数
や
間
隔
は
、ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
、

　
接
種
開
始
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

★
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
人
は
助
成

　
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

★
他
の
予
防
接
種
と
の
同
時
接
種
は
、
主
治
医

　
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

行政相談委員が変わりました

非常勤職員・業務補助員（登録制）募集熊本県議会議員一般選挙結果

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種

「すぎなみ園」が「光進園」に
◦問い合わせ　役場住民課　住民係　☎（293）3112

◦問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎（293）3111◦問い合わせ　大津町選挙管理委員会　☎（293）3111

◦問い合わせ　役場健康福祉課　健康推進係　☎（293）3510

◦問い合わせ　役場保険医療課　介護保険係　☎（293）3114

相談

募集選挙

接種

老人
ホーム

O
ZU

 iN
FO

R
M

AT
IO

N

町内指定医療機関
医療機関名 電話番号

岩倉整形外科医院 ☎（293）8888

さとう医院 ☎（293）2550

しばた内科クリニック ☎（293）2050

なみかわ小児科 ☎（293）1163

必ず予約してください。また菊池郡市内で
接種できる医療機関がほかにもあります。
詳しくはお問い合わせください。

大津町 菊陽町 合  計
田代くにひろ 5,434 2,102 7,536 
東　あつみ 1,429 8,768 10,197 

吉田ただみち 5,614 1,785 7,399 
小田けんろう 313 513 826 

投票所 投票率
内牧地区集会所 81.68%

錦野地区農業研修センター 68.73%

岩坂公民館 71.46%

瀬田地区生活改善センター 70.32%

森公民館 66.35%

大津南小学校体育館 69.23%

大津町中央公民館 44.98%

大津町町民交流施設１階ロビー 46.00%

大津町役場２階ロビー 45.46%

大津町立大津保育園 41.05%

高尾野公民館 51.46%

大津北小学校体育館 68.87%

大津町野外活動等研修センター体育館 74.49%

大津町矢護川コミュニティセンター体育館 75.18%

護川小学校体育館 74.67%

大津町人権啓発福祉センター 44.65%

大津東区コミュニティセンター 52.04%

計 53.25%

　今回から行政相談委員とし
て活動することになりまし
た。31 年間、役場で業務を
行ってきた経験を生かして、
行政と町民の皆さんをつなぐ
きっかけを作れたらと思いま
す。毎月１回役場でお待ちし
ています。どんなことでも構
いませんので、気軽にご相談
ください。

行政相談委員
黒田　傳さん
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く ら し の 伝 言 板く ら し の 伝 言 板

●
申
込
期
限　
５
月
31
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
課　
企
画
政
策
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
８

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日　

　
５
月
20
日
（
金
）

　
春
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
新
入
学
児
童

な
ど
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通

マ
ナ
ー
の
習
慣
付
け
と
、
本
格
的
な
高
齢
社

会
へ
の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の
交
通
事
故
情

　
広
報
お
お
づ
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
広
報
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
て
、
広
報
紙
に
対
す
る
感

想
や
意
見
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
お
お
づ
を
私
た
ち
と
一
緒
に
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

●
募
集
人
数　
５
人
（
先
着
順
）

●
活
動
内
容　
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
出
席
（
年

３
回
程
度
）・
意
見
や
感
想
の
提
言
・
記
事

の
作
成
な
ど

●
謝
礼 

規
定
の
謝
礼
を
支
払
い
ま
す

●
定
員　
原
則
20
人

●
受
講
料　
４
万
２
千
円
（
教
材
費
込
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院　

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
企
画
室

☎
（
２
９
３
）
０
５
６
５

●
受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

●
受
付
期
間　
６
月
21
日（
火
）〜
28
日（
火
）

　
当
日
消
印
有
効

●
第
一
次
試
験　
９
月
４
日
（
日
）

●
申
込
用
紙　
菊
池
税
務
署
な
ど
に
あ
り
ま

　
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
菊
池
税
務
署

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
１
２
１

　
町
で
は
、
年
々
増
加
す
る
有
害
鳥
獣
（
イ

ノ
シ
シ
な
ど
）
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
、
電
気
牧
柵
を
設
置
す
る
農
家

に
対
し
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者　
町
内
の
農
家

●
対
象
箇
所　
町
内
の
ほ
場

●
補
助
額　
資
材
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

　
限
５
万
円
で
予
算
の
範
囲
内
）　　
　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課　
農
政
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
６

　
町
で
は
、
大
規
模
災
害
時
に
一
人
で
は
避

難
が
難
し
い
高
齢
の
人
や
障
害
の
あ
る
人
な

ど
の
避
難
誘
導
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、「
災

害
時
要
援
護
者
」の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
▽
在
宅
の
高
齢
の
人

　
・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

　
　
（
夫
婦
の
み
の
世
帯
も
含
む
）

　
・
要
介
護
度
３
以
上
の
高
齢
者

　
・
寝
た
き
り
や
そ
れ
に
準
ず
る
高
齢
者
、

　
認
知
症
高
齢
者
、
昼
間
高
齢
者
の
み
の
世
帯

　
▽
在
宅
の
障
害
の
あ
る
人

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
を
所
持

　
・
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持

　
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持

　
・
発
達
障
害
者
、
難
病
患
者
な
ど

　
▽
在
宅
で
一
人
で
は
避
難
が
困
難
な
人

●
申
込
方
法

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
に
申
し
出

る
か
、役
場
に
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

　
各
種
手
当
の
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
在
宅
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
重
複
す
る
障
害

が
あ
る
人

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
在
宅
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
人

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
在
宅
で
、
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
施
設
な
ど
の
入

所
者
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
減
免
は
１
人
１
台
ま
で
、
申
請
は
毎
年

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　
５
月
24
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
７

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
、
必
ず
親
が
世
話
を

し
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

●
研
修
の
種
類　
農
業
機
械
の
安
全
研
修

　
（
大
型
特
殊
お
よ
び
け
ん
引
）
い
ず
れ
も

講
義
、
運
転
操
作
の
練
習
、
運
転
免
許
試
験

●
研
修
費
用　
無
料
（
運
転
免
許
受
験
費
用

と
傷
害
保
険
は
受
講
者
負
担
）

●
申
込
期
限　
５
月
18
日
（
水
）

※
申
し
込
み
に
は
印
か
ん
・
運
転
免
許
証
・

80
円
切
手
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課　
農
政
係　

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
６

　　
　
　

●
募
集
団
地

　
あ
け
ぼ
の
団
地　
１
戸

　
（
昭
和
53
〜
59
年
度
建
築
）

　
北
出
口
団
地　
１
戸

　
（
昭
和
50
〜
51
年
度
建
築
）

　
※
北
出
口
団
地
は
、
60
歳
以
上
の
単
身
世

　
帯
な
ど
が
対
象
で
す
。　

●
申
込
資
格　
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が

あ
る
人
で
、
町
営
住
宅
の
入
居
基
準
を
満
た

す
人
※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　
５
月
12
日（
木
）〜
18
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
住
民
課　
住
宅
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
２

●
日
程　
６
月
〜
９
月
の
毎
週
木
曜

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
別
に
実
習
が
４
日
間
あ
り
ま
す
。

う
。
熊
本
県
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１
カ
月

間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕

獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
菊
池
地
域
振
興
局　
林
務
課

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
１
０
３
９

　
県
自
然
保
護
課　
野
生
鳥
獣
班

☎
（
３
３
３
）
２
２
７
５

　
今
年
も
「
元
気
が
で
る
栄
養
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

と
、
適
度
な
運
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
あ
な
た

か
ら
家
族
へ
健
康
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。
食
べ
方
か
ら
運
動
ま
で
、
楽
し
く
お
い

し
く
健
康
づ
く
り
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
修
了
後
は
、
町
の
健
康
づ
く
り
の
輪

を
広
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま

す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
間　
７
月
〜
平
成
24
年
２
月（
全
８
回
）

●
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
調
理
室　

●
募
集
人
数　
15
人
程
度

●
申
込
期
限　
５
月
27
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

　　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
機
械
の
効

率
利
用
と
農
作
業
の
安
全
を
図
る
た
め
に
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

町
営
住
宅（
補
充
）入
居
者
募
集

　
「
災
害
時
要
援
護
者
」の
登
録
を

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
７

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
・
指
導
取
締
強
化
月
間

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
に

手
当
を
支
給
し
ま
す

☎
（
２
９
３
）
０
５
６
５

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）

試
験
受
験
者
募
集

広
報
お
お
づ
に
は
あ
な
た
が
必
要
で
す

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
大
募
集

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
８

平
成
23
年　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

5
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
）

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

身
障
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
へ
の
軽
自
動
車
税
の
減
免

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
２

熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院

「
介
護
養
成
講
座　

２
級
課
程
」

入札日　平成23年3月23日

入札日　平成23年4月1日

工事（業務・備品）名 落札金額 落札業者名

町道下町門出線歩道整備工事 4,368,000 ㈲岩下建設

大津町運動公園駐車場整備工事 9,292,500 肥後木村組㈱

下井手地区取水樋門巻上機改修工事 3,613,050 ㈱篠崎造船鉄工所

生涯学習センタートイレ等バリアフリー工事 4,777,500 村上建設㈱

工事（業務・備品）名 落札金額 落札業者名

庁舎総合清掃業務委託 3,402,000 ㈲サンサービス大津営業所

大津町運動公園清掃業務委託 3,885,000 ㈱グッドスタッフ

大津町生涯学習センター清掃業務委託 3,339,000 ㈲サンサービス大津営業所

大津地区公民館分館清掃業務委託 945,000 ㈲サンサービス大津営業所

図書館清掃(定期)業務委託 918,750 ㈱グッドスタッフ

町立公園等清掃管理業務委託Ａ 1,890,000 ㈱グッドスタッフ

町立公園等清掃管理業務委託Ｂ 1,386,000 ㈲サンサービス大津営業所

町立公園等清掃管理業務委託Ｃ 1,732,500 ㈱千代田熊本営業所

町立公園等清掃管理業務委託Ｄ 不落

町立公園等管理業務委託Ａ 7,455,000 ㈱大津造園

町立公園等管理業務委託Ｂ 3,780,000 ㈲肥後豊松園

町立公園等管理業務委託Ｃ 不落

町立公園等管理業務委託Ｄ 3,150,000 ㈲樫木造園

町立公園等管理業務委託Ｅ 3,570,000 ㈲新高

町立公園等管理業務委託Ｆ 不落

町立公園等管理業務委託Ｇ 3,360,000 ㈲ユウトク造園

弥護山自然公園管理業務委託 2,845,500 菊池森林組合

大津町防犯灯・街灯管理業務委託 472,500 ㈱大電工

工業用水道施設総合管理業務委託 997,500 飯塚電機工業㈱

図書館空調機点検業務委託 934,500 三菱電機ビルテクノサービス㈱九州支社

（仮称）大津町ビジターセンター新築工事監理業務委託（その２） 2,100,000 ㈱トーニチコンサルタント九州支店

生涯学習センターコピー機賃貸借 435,960 日通商事㈱熊本支店

平成23年度「広報おおづ」印刷（単価契約） 18,060 ホープ印刷㈱

平成23年度「議会だより」印刷（単価契約） 28,770 創文印刷

平成23年度「生涯学習情報誌」印刷（単価契約） 20,580 坂本印刷所

公共工事等入札結果

☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

　

平
成
23
年
度
農
作
業
安
全
研
修

元
気
が
出
る
栄
養
教
室　

参
加
者
募
集
！

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
１
２
１

電
気
牧
柵
の
設
置
に
補
助
を
し
ま
す

勢
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、「
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
自
転

　
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
地
域
安
全
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
１
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フォルツァ!!  ロアッソ熊本
ロアッソ熊本に関するお問い合わせ：㈱アスリートクラブ熊本　☎（283）1200

フォルツァはイタリア語で「頑張れ」
アッソは「エース、唯一の」と言う意味です。

月 の イ ベ ン ト道の駅  大津 問い合わせ：☎（294）1600

大津温泉  岩戸の里から 問い合わせ：☎（294）2626 営業時間：午前9時30分～午後10時（入館受付は午後9時30分まで）

サッカー競技（ふれあいスポーツ交流大会）
期日　　10月16日（日）～17日（月）
会場　	 大津町運動公園　熊本県民総合運動公園
参加チーム　56チーム（1,120人）
開始式　　10月15日（土）　午後４時～午後５時
場所　大津町運動公園　総合体育館メインアリーナ
交流試合　４チームのリーグ戦　計８４試合
　第１日　10月16日（日）　午前９時～午後４時30分
　第２日　10月17日（月）　午前９時～午後４時
　表彰式　10月17日（月）　随時表彰 
　
　このほか、郷土料理などでのおもてなしや地場特産
品の販売、ケアスポットの設置、健康づくりの指導な
どの健康づくり教室を行い、訪れた選手団をもてなし
ます。また大会ボランティアを各種団体に協力をお願
いし、７月には一般ボランティアの皆さんを募集予定
です。応援とともに皆さんのご協力をお願いします。

大津町生活安全協議会
役場総務課　地域安全係　☎（293）3111

Vol.1
ねんりんピックって？

大
津
町
の
イ
ベ
ン
ト
内
容

安全安心おおづまち 区　分 累　計 3月中 前年比
大津署管内 1８７ ７５ －6
うち大津町 ３９ １２ －10

主な
発生犯罪

乗物（自転車など）盗 2 件
住居など侵入盗難　2 件

今年の
犯罪発生状況
（平成23年3月）

5

第４回グラウンドゴルフ
大会開催!
日時　　　5月20日（金）　午前8時30分受付
場所　　　ふれあい公園（岩戸の里横）
参加費　　１人　1,000円
募集人数　300人程度※定員になり次第締め切ります。

★毎週木曜日は演芸の日
◦毎週木曜日は演芸の日です。午後１時より大広間で演芸を行っ
　ています。
・第１・３木曜は一般の人。第２・４木曜は社員による演芸を行って
　います。
・レストランつつじ野では木曜日限定で観劇弁当（600円）をご用
　意しています。

5月の休館日 ありません

からいもくんがゆく

★毎月６のつく日は風呂の日です
　1,000円以上のお買い上げレシート（売店、レストラン）でハズレ
無しの抽選ができます。

くまもとの手作り作品コーナー
●ヨーロピアントールペイント作品展
　５月１日（日）～ 10日（火）　
●バラのペイント＆キラキラ小物作品展
　５月１日（日）～ 10日（火）　
●手作りパッチワークキルト作品展
　５月１日（日）～ 10日（火）　
●草木染めと古布を使用した手提げと婦人服作品展
　５月11月（水）～ 24日（火）　

●『布工房さいた』手しごと作品展
　５月11月（水）～ 24日（火）
※手作り作品コーナーでは、参加者を募集しています。
　気軽にお問い合わせください。

レストランつつじ野ではサラ
ダバーを始めました。定食を
ご 注 文 の お 客 さまには サ ラ
ダバーがついています（弁当
類、レディー スセットは 除 き
ます）。サラダバ ー の 単 品も
あります。

「子どもの安全」を家庭で話し合いましょう
子どもたちを取り巻く犯罪が増加しています

　新一年生の児童の皆さんも学校生活に慣れて
きて、楽しい学校生活が始まりました。友達と元
気に屋外で遊ぶことも増えてくる時期です。そ
の分、犯罪に巻き込まれる可能性も高くなります。
家庭、学校、地域の皆さんの見守りや注意が犯罪
を未然に防ぎます。みんなで話し合い地域の安
全安心を強化しましょう。

子どもに教えておきたいこと
①絶対に一人で遊ばない
②知らない人には、ついて行かない
③出かけるときは、「だれと」「どこに」「何しに」
　｢何時に帰るか｣を伝える
④無理やり連れていかれそうになったときは、大
　声を出して逃げる

　「ねんりんピック」とは、「全国健
康福祉祭」の愛称で、60 歳以上の高
齢者を中心とするスポーツ・文化・
健康と福祉の総合的な祭典です。昭
和 63 年に、兵庫県で第 1 回大会が
開始されて以来、毎年開催されてい
ます。
　今年の 10 月 15 日（土）～ 18 日

（火）、第 24 回全国健康福祉祭を熊
本県で開催します。大会では、高齢
者の皆さんに親しみの深いスポーツ
や文化の交流大会 22 種目を、県内 9
市 4 町で開催します。
　大津町ではサッカー交流大会を行
います。全国から 1,000 人以上の選
手団が参加し、町を上げて、参加者
の心に残るようなおもてなしを行い、
交流を深めます。

親がやるべきこと
①通学路の安全を確認する
②子どもをできるだけ一人にしない
③毎日子どもと話をする

子どもたちを交通事故から守りましょう
　子どもが車の速度や距離を認識したり車の動
きを判断し危険を回避したりできるようになる
までには相当の訓練が必要です。保護者や地域
の皆さんが実地の安全指導を繰り返し、危険を回
避できるようにしましょう。

子どもの特性を知って、ドライバーは安全運
転を心がけましょう
①子どもの体は小さく隠れやすい
②子どもは車の動きを知らない
③子どもは集中すると周囲が目に入らない

プレゼント Ｊ2リーグ 第18節（6月25日）ロアッソ熊本 vs 愛媛FC
A席チケットを5組10人にプレゼント
応募先 〒869 -1292 大津町役場｢フォルツァ!! ロアッソ熊本｣係までハガキを送ってください。
※５月２０日必着。当選発表はチケットの発送を持って変えさせていただきます。

■東日本大震災の影響により試合日程変更
　東日本大震災の影響により中止となっていましたが、J2 第 8 節から再開すること
が決定しました。
J ２リーグ戦　ホームゲーム試合日程
第10節：５月４日（祝）午後３時　 vs ギラヴァンツ北九州
第11節：５月８日（日）午後４時　 vs コンサドーレ札幌
第13節：５月21日（土）午後１時　 vs ジェフユナイテッド千葉

■東日本大震災義援金募金活動・チャリティオークションを開催
　ロアッソ熊本選手・スタッフによる東日本大震災義援金募金活動やチャリティオー
クションを実施しました。皆さんにご協力いただいた義援金は、日本赤十字社を通
じて被災地へ送られます。
・３月20日（日）　熊本市中心街４カ所で街頭募金活動
　募金金額 1,545,704 円が集まりました。
・３月27日（日）　県民総合運動公園補助競技場での募金活動
　募金金額 344,381 円が集まりました。
・４月９日（土）　水前寺競技場での募金活動サイン会・チャリティオークション　
　募金金額 803,785 円、チャリティオークション落札総額 970,667 円が集まりました。

サラダバー始めました！
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学 校 給 食

愛のこんだて
あい

相　談 日　　時 場　所 相談員

心配ごと
相　　 談

2（月） 13：30～15：30 人権啓発福祉センター 吉田　和信
江藤　忠一

６（金） 13：00～16：00 老人福祉センター 源徳　美次
江藤　忠一

10（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 本田　節子
豊住　幸夫

24（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 豊岡　吾朗
渡辺　幸子

31（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 吉田　和信
太田　昭子

心配ごと・
児童相談 17（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 田上　隆

濱地　幸子

行政相談 19（木） 10：00～12：00 住民相談室 黒田　傳

法律相談

（弁護士）

13（金） 10：00～12：00 住民相談室 坂本　秀德

27（金） 10：00～12：00 住民相談室 藤本猪智郎

身体障害者
相　　　談 ２（月） 13：00～16：00 老人福祉センター 山下　幸

税務相談

年金相談 年金事務所
相談員18（水） 10：00～15：00 住民相談室

教育相談
☎（293）2231

毎週
月～金

8：30～17：00 教育支援センター
村下　洋一 
大塚　實子 
髙宗　信雄 
中村　里美

消費生活
相　　 談

毎週
火 10：00～16：00 住民相談室 熊本消費者協会

相談員

★事前に電話でご予約ください

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

鶏ごぼうスープ 

　ひよこ豆は、メソポタミア地方原産のマメ科です。ひ

よこのくちばしに似た突起があることから、ひよこ豆の

名があり、ガルバンソやエジプト豆とも呼ばれます。良

質なタンパク質を含み、食物繊維も豊富なひよこ豆は、

味にクセがなく、煮込み料理やスープなどに利用しやす

い食材です。

    大津町学校給食センター

子どもの元気な姿を、載せてみませんか？
あつまれ！大津っ子に掲載する子どもを募集します。
役場企画課にある応募用紙に記入して、写真を添えてお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ　役場企画課：☎（293）3118

材料（４人分）

作り方（所要時間 約 15 分）

①	　ひよこ豆（水煮）を準備します。

②　きゅうりは輪切りにし、塩でもんでおきます。

③　たまねぎは薄く千切りし、塩でもみ水にさらします。

④　にんじんは千切りにし湯がきます。　

⑤　材料の水気をよく切り、ツナとチーズを加えて調味料で

　あえます。

栄養価（１人あたり）

エネルギー �  223kcal

タンパク質 �  8.4g

脂質 �  17.1g

カルシウム �  87mg

鉄 �  0.6mg

ビタミンA �  199ugRE
(レチノール当量)	

ビタミンB1 �  0.06mg

ビタミンB2 �  0.08mg

ビタミンC �  5mg

塩分量 �  0.8g

ひよこ豆 �  80g

ツナ �  80g

クッキングチーズ（サイコロ状） �  30ｇ

きゅうり �  1本（120ｇ）

にんじん �  中1/4本（40ｇ）

たまねぎ �  中1/4個（32ｇ）

マヨネーズ �   60ｇ

塩 �  少々

コショウ �  少々
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❖お誕生・おくやみのコーナーは、希望者のみ掲載しています � ❖３月10日～４月9日届出分
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４月11日の給食献立

北
きた

野
の

　来
こ よ り

和 くん（１歳５カ月）

順一パパ　かおりママ

室

サ
ラ
ダ
・
あ
え
も
の

ひよこまめのサラダ

問い合わせ　菊池郡市医師会テレホンサービス　☎0968（25）3300

休日当番医・薬局 在宅当番医は変更され
ることがあります。5 月

まちのカレンダー 月
中  公 町中央公民館
ホール
オークス 町民交流施設

町文化ホール
福  祉 町老人福祉センター
スポ森
子・健 子育て・健診センター

町運動公園
スポ休 町運動公園休園
岩戸休
図書休 おおづ図書館休館

岩戸の里休館

まちの人口
じん こう

平成23年3月末現在

人口 31,741人 （＋62人）
男 15,639人 （＋33人）

女 16,102人 （＋29人）

世帯数 12,115戸（＋64世帯）

●出生／ 36 

●死亡／ 25

●転入／372  

●転出／321  
※増減は前月比

5月3日
（祝）

竹田津医院（内・小） 大津町 （293）2521
すみれ薬局 大津町 （294）2558
東熊本第二病院（内） 菊陽町 （232）3939
三隅胃腸科内科外科医院（胃・内・外） 合志市 （248）6161
米田産婦人科医院（産・婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

5月4日
（祝）

野沢内科医院（内・循・消・小） 大津町 （293）8000
大森医院（内・麻） 合志市 （248）0003
かとう整形外科光の森（整・リウ・リハ） 菊陽町 （349）2255
まつもと耳鼻咽喉科医院(耳) 菊池市 0968（23）6111

5月5日
（祝）

まつもとこどもクリニック（小･アレ） 合志市 (338)8960
仁誠会クリニック光の森（内） 菊陽町 (285)3466
岩根胃腸科外科医院（外・胃・消） 菊池市 0968（25）4230
岩上眼科(眼) 大津町 （293）2053

5月8日
（日）

西山医院（内・小） 菊池市 0968（25）2561
宮本内科医院（内・胃・循・リハ・放） 大津町 （293）1700
アップル調剤薬局大津店 大津町 （294）0120
緒方整形外科医院（整・リハ・リウ） 合志市 （248）8181
堀田眼科（眼） 菊陽町 （292）3455
南歯科医院 菊陽町 （232）7541

5月15日
（日）

清原医院 菊池市 0968（38）2106
本多内科胃腸科医院（内・胃・消・呼・循） 菊陽町 （232）2021
山下胃腸科クリニック（胃・外・肛・内） 合志市 （345）0600
木庭耳鼻咽喉科医院（アレ・耳） 菊池市 0968（24）2551
伊藤歯科医院 合志市 （248）5688

5月22日
（日）

さとう医院（内・小・消） 大津町 （293）2550
大津薬局 大津町 （293）1910
合志第一病院（内） 合志市 （242）2745
光の森脳神経外科内科（脳外・神内・内・放）菊陽町 （232）7711
菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678
中山歯科医院 菊池市 0968（38）2401

5月29日
（日）

みやの小児科（小・内） 合志市 （248）5800
ふくだ医院（耳・内・泌） 大津町 （293）2771
杜の里かねこクリニック（内・胃・消・外） 菊池市 0968（23）7522
かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500
たなか歯科医院 合志市 （248）3620

今月の相談

5月の再生資源集団回収活動団体
団体名 活動日 活動場所 注意点

大津町商工会女性部 5月14日(土) 
午前9時～午前11時

オークスプラザ
駐車場

当日雨の場合は翌日に延期 
それでも雨の場合は中止

1日

2月 � 図書休

3火
憲法記念日

4水
みどりの日
おおづ図書館夜間開館～20：00

5木
こどもの日

6金 � 図書休 スポ休

7土

8日

9月 � 図書休

10火
1歳6カ月児健診（H２１年10月生）13:15～13:45 子・健
手話通訳設置日 � スポ休

11水
6 ～ 7カ月児健診（H２2年10月生）13:15～13:45 子・健
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

12木

13金

14土

15日
大津中学校　大津北中学校　運動会

16月
大津町教育の日
体育施設等申請受付開始（H23年6月分）� 図書休

17火
3歳児健診（H20年3月生）13:15 ～ 13:45  子・健  
�  スポ休

18水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

19木
お誕生月育児相談（H22年5月生）9:15～9:45      子・健

20金

21土

22日

23月 � 図書休

24火 手話通訳設置日 � スポ休

25水
3 ～４カ月児健診（H23年1月生）13:15 ～ 13:45  子・健  
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

26木
マタニティセミナー 10:00～  子・健

27金
ポリオ経口投与（南部）　14：00～14：30　 中  公

28土

29日
大津小学校、室小学校、大津南小学校、大津北小学校
護川小学校　運動会

30月 � 図書休

31火 � スポ休

★住民課で事前の予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

5

★10月まで税務相談はお休みします
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おしゃべり好きな元気者です。
いっぱい一緒に遊ぼうね！

★事前に電話でご予約ください
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